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　我々は、メキシコの標高 4600mサイトに建設された Large Millimeter Telescope(LMT) 50m鏡に搭載する
2mm帯 SIS受信機の開発を行っている。本ポスターでは、2mm帯受信機の仕様、光学系、受信機システムの概
要と開発の進捗について報告する。
　開発を行っている受信機はシングルビーム受信機である。受信機には ALMA Band 4用に開発されたコン

ポーネントを使用する。受信機の主な仕様は、1) 2SB、2) 2偏波同時観測 (直線偏波分離器使用)、3) RF帯域
=125-163 GHz、4) IF帯域=4-8 GHzである。光学系は、副鏡とホーンアンテナの間に楕円鏡を 1枚用い、周波
数に依存しない光学系とした。また、ホーンアンテナのパラメータはALMA Band 4のものと同一とし、光学系
の設計を行った。物理光学計算ソフトGRASPを用いてビームパターンを計算し、光学系に問題がないことを確
認している。140 GHzでのビームサイズは 10′′である。分光計には RPG社のXFFTSを使用する。ポスターで
はシステム全体のブロック図なども示し、受信機システム全体の概要を報告する。


